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の比較にみるロシアの投資環境 

てきたロシア経済であるが、好調に転じた要因として挙げら

ラス影響（ルーブル下落がもたらしたロシア企業の競争力の

高騰（エネルギー輸出の拡大）について、すでに７～８年を

支える力にはなりえないのではないかという指摘がなされて

る投資家のロシア市場への注目度は増しており、今号では

ながら、最近のロシアの投資環境について論じてみたい。 

れば、2005年のロシアのGDP成長率は前年比約６％のプラス

.3％）、2004年（7.1％）に比べるとスローダウンしているもの

状況はその後も良好であり、2005年にはパリ・クラブに対す

で返済した。また、2006年１月１日時点のロシア中央銀行の

債務高を上回っており、安定化基金の総額も440億ドルを超え
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